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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、緑茶カテキン、大豆イソフラボン、テアフラビンを感知する苦味受容体である。このタンパク質はガストデューシンに結合しており、αガストデューシンを活性化する可能性がある。この遺伝子はイントロンを持たない。[RefSeq提供、2015年12月],機能：苦味の知覚に関与する可能性のある受容体であり、ガストデューシンに結合している。消化管内容物の化学組成を感知する役割を果たす可能性がある。この受容体の活性は、αガストデューシンを刺激し、PLC-β-2の活性化を媒介し、TRPM5のゲーティングにつながる可能性がある。,その他：ほとんどの味覚細胞は、限られた数の苦味化合物によって活性化される可能性がある。個々の味覚細胞は苦味刺激を区別することができる。,類似性:Gタンパク質共役受容体T2Rファミリーに属する。,組織特異性:舌の味覚受容体細胞のサブセットで発現し、ガストデューシン陽性細胞でのみ発現する。,
	研究分野
	味覚伝達;
	画像データ
	

	TAS2R39抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	TAS2R39抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TAS2R39 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	T2R39ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

